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・化学の力でアセトアミノフェンを探せ

・化学の実験に必要なガラス細工

・みえないクスリが見えるTLC分析

・鎮痛薬と湿布薬

・有機化学の実際（反応と同定）

・有機化学の実際（条件検討）

・有機化学の実際（反応と精製）

・メチルオレンジの合成と使用

今
年
も
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
が
始

ま
っ
た
。
全
８
回
の
化
学
実
験
を
通

じ
、
化
学
の
楽
し
さ
、
自
ら
学
ぶ
姿

勢
の
醸
成
、
そ
し
て
よ
り
深
い
関
心

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
新
聞
で
は
、
体
験
し

た
内
容
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
・
体
験
者
の
感
想
、
お
よ
び
次
回

予
告
を
記
載
す
る
。

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
触
れ
る
分
野

は
化
学
の
中
の
「
有
機
化
学
」
で
あ

る
。
有
機
化
学
は
有
機
化
合
物
の
性

質
や
反
応
を
学
ぶ
分
野
で
あ
る
。
そ

し
て
、
有
機
化
合
物
は
炭
素
・
水
素

お
よ
び
少
数
の
原
子
か
ら
な
る
化
合

物
群
を
指
す
。
こ
れ
ら
の
性
質
や
反

応
性
決
め
る
の
は
「
官
能
基
（
か
ん

の
う
き
）
」
と
呼
ば
れ
る
原
子
の
組

み
合
わ
せ
か
ら
な
る
、
ご
く
小
さ
な

部
分
骨
格
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
ヒ

ド
ロ
キ
シ
基
と
呼
ば
れ
る
官
能
基
を

見
て
み
よ
う
。
ヒ
ド
ロ
キ
シ
基
は
酸

素
と
水
素
が
結
合
し
た
だ
け
の
部
分

骨
格
だ
が
、
そ
れ
を
有
す
る
有
機
化

合
物
は
水
に
溶
け
や
す
く
酸
化
反
応

を
受
け
や
す
い
化
合
物
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
有
機
化
合
物
の
性
質
は

官
能
基
に
依
存
す
る
た
め
、
有
機
化

学
を
制
す
る
者
は
官
能
基
を
制
す
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
身
近

な
医
薬
品
を
題
材
に
官
能
基
の
性
質

や
反
応
に
つ
い
て
体
験
を
通
じ
学
ぶ
。

ま
ず
は
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
体

験
す
る
８
つ
の
テ
ー
マ
を
紹
介
す
る

（
下
図
参
照
）
。

記
念
す
べ
き
第
１
回
目
は
ア
セ
ト
ア

ミ
ノ
フ
ェ
ン
を
題
材
に
、
目
に
見
え

な
い
官
能
基
の
存
在
を
確
認
す
る
。

溶
解
性
、
反
応
性
そ
し
て
呈
色
試
薬

を
駆
使
し
、
医
薬
品
を
同
定
す
る
さ

ま
は
ま
さ
に
探
偵
そ
の
も
の
。

第
２
回
目
で
は
今
後
使
用
す
る
ガ
ラ

ス
器
具
を
つ
く
る
。
こ
の
体
験
で

「
改
善
」
へ
の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

第
３
回
目
は
化
合
物
の
同
定
や
反
応

の
追
跡
で
用
い
ら
れ
る
Ｔ
Ｌ
Ｃ
分
析

を
行
う
。
こ
の
実
験
も
第
１
回
目
の

実
験
と
同
様
に
、
小
さ
な
手
が
か
り

を
頼
り
に
医
薬
品
の
各
成
分
の
同
定

を
行
う
。

第
４
回
目
は
鎮
痛
薬
で
あ
る
ア
セ
チ

ル
サ
リ
チ
ル
酸
を
、
湿
布
薬
で
あ
る

サ
リ
チ
ル
酸
メ
チ
ル
へ
と
変
換
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
前
半
戦
で
は
官
能
基

の
存
在
を
強
く
意
識
し
て
も
ら
う

テ
ー
マ
お
よ
び
今
後
の
実
験
に
重
要

な
役
割
を
果
た
す
器
具
や
Ｔ
Ｌ
Ｃ
分

析
の
手
法
に
つ
い
て
学
ぶ
。

第
５
～
７
回
目
で
は
反
応
の
設
計
・

実
施
・
単
離
精
製
・
同
定
お
よ
び
条

件
検
討
を
行
う
。
こ
の
テ
ー
マ
は
教

科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
反
応
」

が
ど
の
様
な
経
緯
で
開
発
さ
れ
た
か
、

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
純
粋
な

物
質
に
な
っ
た
か
を
体
験
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
ま
さ
し
く
、
有
機
化
学

の
実
際
で
あ
る
。

第
８
回
目
で
は
、
指
示
薬
と
し
て
使

用
さ
れ
る
メ
チ
ル
オ
レ
ン
ジ
を
合
成

す
る
。
合
成
の
確
認
は
、
指
示
薬
と

し
て
使
用
で
き
る
か
否
か
で
あ
る
。



唐突に始まった新コーナーは、

今日のテーマを終えた後だから

解ける問題を用意する！

体験が力に！好奇心が推進力に！

アフタースクールがそのキッカケに

なったら幸いだ。

今回は私、「野口」からの挑戦状だ。

本日のテーマ「アセトアミノフェンを

探せ」を終えた君ならできるはず。

だいじょうぶ。絶対できる。

各
テ
ー
マ
の
相
関
図
を
示
し
た
。
ど

の
テ
ー
マ
も
ア
ス
ピ
リ
ン
と
ア
セ
ト

ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
が
深
く
か
か
わ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
エ
ス
テ
ル
結
合
と
ア
ミ
ド

結
合
と
呼
ば
れ
る
官
能
基
を
も
ち
、

そ
の
合
成
や
分
解
を

通
じ
目
的
の
化
合

物
を
合
成
す
る
。

ま
た
、
第
二
回

目
で
作
成
し
た

ガ
ラ
ス
器
具
も

３
・
５
～
８
回

で
使
用
す
る
。

そ
こ
で

予
習
し
た
い
皆
さ
ま

向
け
に
、
ガ
ラ
ス

細
工
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
用
意
し

た
。
２
回
目
の

実
験
ま
で
に
イ
メ

ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
可
能
だ
。
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アスピリン

C
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O
C
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O

１
化学の力でアセト
アミノフェンを探せ

２
化学の実験に必要な
ガラス細工

３
みえないクスリが
見えるTLC分析

４
鎮痛薬と湿布薬

５
有機化学の実際
（反応と同定）

６
有機化学の実際
（条件検討）

７
有機化学の実際
（反応と精製）

８
メチルオレンジの
合成と使用

N
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アセトアミノフェン

H C
CH3

O

ＴＬＣ分析で培った技術の転用

作成した
キャピラリー使用

作成したろ過ピン使用

得られた結果を基準に
反応条件をふる

得られた混合物を
単離・精製する

アスピリン使用
作成した
キャピラリー使用

キャピラリー

ろ過ピン

ガラス細工
動画ＱＲコード

C
OHO

O
C
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O

長い間放置したアスピリン（アセチルサリチル

酸）が見つかった。匂いを嗅いでみたら酸っぱ

い。念のため、古くなったアスピリンを水に溶

かし、手元にあった塩化鉄（FeCl3）水溶液を

加えたら溶液が紫色に変化した・・・。

なぜ、このようなことが起こってしまったのか。

化学式を使って説明して欲しい。

そして、この現象を防

ぐためにはどうすれば

よいか提案して欲しい。

加水分解という概念の理解と実践

アセトアミノフェン
使用

モノづくりの
応用


